
令和７年度第４回 羽村市立栄小学校コミュニティ・スクール委員会会議録 

 

１ 日 時 令和８年１月２４日（土曜日） １０時３５分～ 

２ 場 所 羽村市立栄小学校 ランチルーム 

３ 出席者 会長   森田 多美子 

委員   折原 伸司  田畑 正彦   

校長棗 まゆみ  

事務局  副校長：山田 美佳  

学校職員 関谷 智香子                （敬称略） 

４ 欠席者 委員   小作 裕徳  柴田 さゆり         （敬称略） 

５ 議 題 1. 会長あいさつ 

2. 校長より 

・学校の様子 

・学校関係者評価について 

・来年度の教育課程、学校経営方針について  

3. 来年度の行事予定について 

4. 児童の学校生活及びその指導に関すること 

5. 栄っ子支援プロジェクトについて 

6. 意見交換、協議 

7. その他 次回の会議の予定について 

６ 傍聴者 なし 

７ 配布資料 ・【資料１】次第 （裏面に第５回コミュニティ・スクール委員会のお知らせ） 

・【資料２】学校関係者評価アンケート 

・【資料３】ボランティア募集（あこがれ夢広場 講師） 

・【資料４】令和８年度年間行事予定 

・【資料５】令和７年コミュニティ・スクール委員会会議録（第３回） 

８ 会議の内容 １．会長挨拶 

みなさん、こんにちは。４回目の運営協議会をはじめます。 

 

２．校長より 

学校の様子 

・学校公開、授業の様子を見ていただきありがとうございます。 

インフルエンザが流行っている学校があるようですが、栄小はそれほどなく過ごし 

   ている。その他、大きなけがもなく過ごしている。先日、フックでけがをした子が 

   いたので、対応を考えている。 

 

学校関係者評価についてです。 

・用紙の方に該当するところに〇をつけて、お帰りのときに提出してください。 

【資料２】学校関係者評価についての説明 

  

来年度の教育課程・学校経営方針について 

・現在、作成中。 



  ・教職員に先月の連絡会で示した。 

  ・昨年度からに付け加えたものもある。 

（委員） 

・ほかに何かありますか。 

・不登校の数は？ 

（校長） 

・増えている。 

・連絡しても登校してこないとか、子供が行きたくない、苦手なこと、宿題ができて 

 いないなど、休む理由はいろいろである。 

家庭によって、本当に様々で、探りながら担任が連絡を取り合っている。 

（委員） 

・低学年が多いのか？ 

（校長） 

  ・高学年もいる。 

・何が原因かが不明な児童も多い。 

  ・保護者から、「行かせたいんですが、どうしたらよいか」という質問をもうけるこ 

とがある。 

（委員） 

・そのような家庭は、学校公開も来ないのか。 

（委員） 

・そのような児童は、幼稚園や保育園の時から不登校になるそうな要素はあるのだろ 

 うが、小学校は教育という場でかわっているのだから、同じ感覚ではいけないのだ 

 と思う。 

（委員） 

・当たり前のことが、当たり前ではなくなっているように感じる。 

（校長） 

・不登校対策考えながら進めている。 

 

３．来年度の行事予定について 

（校長） 

・６年生の日光の宿泊学習は、帰ったあとに休めるよう木・金・土曜日で実施予定。 

・田植えが、例年通り。打ち合わせ等お願いします。 

・５年生の八ヶ岳宿泊学習も、金・土曜日で、実施予定 

・夏季プール指導は来年度もないが、夏の学び場はある。 

・運動会が、１０月１７日。来年は展覧会になる。 

・入学式が、羽村市全体で来年度は８日になる。 

４．児童の学校生活及びその指導について 

（教員） 

・閉鎖もなく感染症予防もしながらやっていけたらよいと思う。 

・胃腸系の体調不良はあるが、長引いたり、広がったりはしていない状態である。 

・公共施設の使い方で、地域の方からご指摘を受けた。その場その場の過ごし方があ 

 ること、規律を教えながら対応している。 



・廊下を走るなども、外に出たときに飛び出すと同じであるといったことを伝えて規 

 律につなげている。 

・子供同士のトラブルも、お互いの気持ちを聞き合いながら、次はどうしたらよいか 

 考えさせながらやっている。 

・その場で納めて、お互いが納得できるように、一緒に考えてもらうというようにし 

 ている。 

・６年生と１年生が交流できる場も設けている。 

・不審者対応も警察と連携しながら行っている。 

（委員） 

・公共施設とは？ 

（教員） 

・ゆとろぎでの遊び方が迷惑です、という情報があった。 

 

５．栄っ子支援プロジェクトについて 

・２月６日（金）にあこがれ夢広場を行う。今年は、８ブース。 

・今後も CS の方々には、人脈になっていただきたい。 

 

６．意見交換 

（委員） 

・授業参観の感想などお願いします。 

（委員） 

・教室を見ると、自分が小学校の時と比べてしまう。 

模造紙やプロジェクターなど、自分たちにはなかった物がある。 

子供たちが、食いつきやすい、好みに合ったものを選んで、一生懸命に興味をもって 

やってくれたらよい。 

・低学年は参観の保護者が多いと感じた。 

・高学年は、子供の成長とともに親も慣れてきてしまい、参観数の少なさに関係して 

 いるのか。 

・当たり前のことができていないことがある。 

・見守ってあげないといけないと思う。 

（委員） 

・不登校についてであるが、きっかけをつくることも大切。つながりは大事だと思 

 う。 

・何かあればご相談いただきたい。 

（委員） 

・保護者の参観者や小さな子も多く、羽村もこの先大丈夫だと感じた。 

・家庭学習とつなげて考えた。保護者参観の人数を見ていると、家庭での勉強の様子 

 も積極的に見てもらえるとよい。 

・先生方に感謝である。 

（校長） 

・みなで支えていくようにとしていきたい。 

（委員） 



・保護者同士、横のつながりはあるのか？ 

（校長） 

・つながりがある方も多いと思うが、学校では分からない。 

（委員） 

・２月１日餅つき大会があるので、多くの人に来てほしい。 

（委員） 

・栄１のテントと骨組みが一致しないものがあった。 

・小学校は、大丈夫か？ 

（校長） 

・今年度、お借りしていないので、大丈夫だと思う。 

・来月で CS が最後ですので、よろしくお願いいたします。 

（委員） 

  ・以上をもちまして、第４回コミュニティ・スクール委員会を閉会します。 

   

（文責 山田 美佳） 


